
 

 

 

 

 

 

                 

     

日 時：令和８年１月 14日（水）午後１時 30 分～午後３時 15分 

  会 場：見附市文化ホールアルカディア 小ホ―ル（入場無料） 

対 象：地域共生社会を担う全ての市民 ※手話通訳あり         

申込制：  

     

 

               

 

 

 

 

                   問い合わせ               

  

 

 

生きづらさを抱える人が顕在化し、昔からあった地縁のつながりは薄れている一方で、生き

がいづくりを応援する「悠々ライフ」のような活動や、こども食堂などの新しい市民活動、コ

ミュニティや民生委員の活動などが人と人とのつながりを支えています。 

様々な相談機関が連携して、複雑化した生活課題に対応し、各種福祉サ－ビスも充実してき

ました。 

それでも、「ともに生きる」ということは、あたり前のようで簡単ではありません。 

この難題に果敢に取組んできた実践者に、「ともに生きる」ための知恵や工夫を伝授してい

ただこうと思います。それぞれの立場で、地域共生社会のために何ができるのか、今後の生き

方や活動の指針にしていただけたら幸いです。 ご来場をお待ちしています。 

市民みんなで創る 誰もが安心して暮らせる やさしい絆のまち みつけ 

地域共生社会のための啓発講演会 

【主催】見附市健康福祉課 
電  話 0258-61-1380 FAX   0258-62-7052 
Email kenkou@city.mitsuke.niigata.jp 

申
込
先 

講演:「みんなで生きる みんなで活きる 
        そのために私が大切にしてきたこと』 
 

講師：社会福祉法人みんなでいきる常務理事/障害福祉サービス 

サポートセンターりとるらいふ統括施設長 片桐 公彦 氏 

 

令和７年 12月 1日受付開始 先着 200 名 
電話または QR コ－ドからお申込みください。 
電話受付時間 8：30～17：15（土日祝日除く） 



  見附市は、地域共生社会を実現するための取組として、「相談支援」「参加支援」「地域づくり支援」 

を一体的に行う重層的支援体制整備事業の仕組みにより、複雑化・複合化した課題に対応し、世帯を 

丸ごと支える地域づくりをめざしています。 

各福祉分野に関わる相談機関や資源活用だけでなく、健康づくりや教育関係、まちづくりなどの幅

広い分野と連携し、誰ひとり取り残さない地域づくりに努めていきます。 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

   

               

 みなさんのご理解をお願いします。 

 

厚生労働省 地域共生社会のポータルサイトより 


